
 

                         
 

  
 

                           

 夏 

の 

集 

い 

開
催
さ
れ
る 

八
月
二
日(

日)  

 

鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
主
催
の
「
夏

の
集
い
」
が
、
八
月
二
日(

日)

黎
明
館
（
鹿

児
島
県
立
博
物
館
）
と
鹿
児
島
教
会
で
開

か
れ
ま
し
た
。 

県
内
の
各
教
会
か
ら
三
十
四
名
の
親
子

や
信
奉
者
が
出
席
し
て(

加
治
木
教
会
か
ら

十
一
名
が
出
席)

午
前
中

は
黎
明
館
で
開
催
中
の
「
大
恐
竜
展
」
を

見
学
し
ま
し
た
。 

見
学
後
、
黎
明
館
か
ら
約
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
に
位
置
す
る
鹿
児
島
教
会
に
移

動
し
て
昼
食
を
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
は

ク
ラ
フ
ト
（
工
作
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

ク
ラ
フ
ト
は
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
提

出
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
が
前
々
か
ら
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

そ
う
し
て
、
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
ア
ー
ト
と

張
子
ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
は
百
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
販
売
し
て
い
る
も
の
で
、
無
地
の
バ
ッ

ク
に
中
敷
き
の
段
ボ
ー
ル
を
入
れ
、
ク
レ

ヨ
ン
か
マ
ッ
キ
ー
ペ
ン
で
絵
を
描
き
、
ア

イ
ロ
ン
で
定
着
さ
せ
ま
す
。  

次
の
ペ
ー
ジ
に 

    

つ

づ

く 
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夏 

の 

集 

い  開
催
さ
れ
る 

 
 

 

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
に
描
い
た
図
柄
に
ア
イ

ロ
ン
を
か
け
る
と
定
着
し
洗
濯
を
し
て
も

色
落
ち
し
に
く
く
な
り
ま
す
。 

子
供
た
ち
は
恐
竜
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
や
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、

個
性
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
ア
ー
ト
が

で
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

                

張
子
ア
ー
ト
は
、
あ
ら
か
じ
め
ス
タ
ッ

フ
が
新
聞
紙
や
和
紙
を
フ
ー
セ
ン
に
張
り

合
わ
せ
て
乾
燥
さ
せ
た
物
が
準
備
さ
れ
、

そ
こ
に
絵
具
を
塗
っ
て
仕
上
げ
、
ス
イ
カ

や
メ
ロ
ン
、
ア
ボ
ガ
ド
、
キ
ュ
ー
リ
、
フ

グ
な
ど
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

夏
休
み
の
工
作
の
課
題
が
二
つ
も
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。 

お
道
の
信
心
に
ご
縁
の
あ
る
家
族
や
信

奉
者
が
一
堂
に
集
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 
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九
月
の
ご
霊
神
様
の
お
立
日 

中
島
時
彦
之
霊
神 

 
 

昭
和
62
・
09
・
02 

平
島
信
彦
之
霊
神 

 
 

昭
和
20
・
09
・
03 

前
田 

満 

之
霊
神 

 
 

昭
和
42
・
09
・
03 

庄
村
ミ
サ
之
霊
神 

 
 

昭
和
42
・
09
・
05 

桐
野
仲
太
郎
之
霊
神 

昭
和
10
・
09
・
09 

汰
木
ス
エ
之
霊
神 

 
 

昭
和
55･

09
・
12 

平
島
道
雄
真
道
別
彦
之
霊
神 

昭
和
09
・
09
・
20 

大
重
美
知
子
刀
自
之
霊
神 

令
和
２･

09･

21 

大
重
為
廣
之
霊
神 

 
昭
和
24･

09･

22 

汰
木
節
夫
之
霊
神 

 
平
成
27･

09･

22 

西
本
ハ
ル
子
之
霊
神 

平
成
17
・
09
・
25 

桐
野 

整 

之
霊
神 

 

昭
和
45
・
09
・
28 

 
 

  

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お
働

き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
時
に
、
ご
霊
前
で
霊
祭
詞
が
奏
上

さ
れ
、
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

こ
の
暑
き
お
照
ら
し
の
中
果
物
の 

育
ち
味
わ
う
日
の
訪
れ
て 

 

立
秋
を
過
ぎ
て
わ
ず
か
な
涼
し
さ
に 

し
の
ぎ
や
す
さ
を
感
じ
礼
び
ぬ 

 
 

夏
越
し
に
ト
ラ
イ
し
て
み
る
ダ
リ
ア
た
ち 

心
そ
ろ
え
て
秋
待
ち
て
お
り
て 

 

   
 

あ
し
あ
と  

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

８
月 

…
…
…
… 

１
（
土
）
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

２
（
日
）
連
夏
の
つ
ど
い(

鹿
児
島

教

会 )
 

６
（
木
）
典
楽
練
習
会(

鹿
児
島

教

会 )
 

９
（
日
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
月
）
月
例
祭(

生
神
金
光

大
神
様

)
 

併
せ
て

月
霊
祭

10
時
半 

11
（
火
）
臨
時
教
区
委
員
会(

リ
モ
ー
ト
会

議
・
教
会
長)

 13
時 

16
（
日
）

熊
本

地
震

復
興
支
援
活
動(

支
援
物
資
運
搬
・

支
援
所
物
資
仕
分)

 

20(

木)

～
21(

金)

甘
木
婦
人
教
師
会  

21
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
土
）
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共

励

会

13
時
半 

24
（
月
）
県
教
誨
師
会
会
議(

教
会
長 

・ 

西
本
願
寺
に
て)

 

31
（
月
）
教
誨
御
用(

鹿
児
島
刑
務
所 

・ 

 

教

 

会

 

長 )
 

〃 
 

清
掃
御
用  

10
時 
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鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
に
て 

熊
本
地
震
復
興
支
援
活
動 

八
月
十
六
日(

日) 

 

真
夏
日
の
続
く
八
月
十
六
日(

日)

鹿
児

島
地
方
教
会
連
合
会
よ
り
、
教
師
五
名
・

信
徒
三
名
で
、
熊
本
地
震
復
興
支
援
活
動

に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
福
岡
県

の
柳
川
教
会
の
信
徒
一
名
も
合
流
さ
れ
ま

し
た
。） 

お
広
前
が
ほ
ぼ
全
壊
し
た
、
八
代
教

会
・
鏡
町
教
会
と
、
半
壊
状
態
の
萩
原
教

会
に
、
連
合
会
や
各
教
会
か
ら
の
お
見
舞

金
や
支
援
物
資
を
持
っ
て
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
「
鏡
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
に
は
十
八
日
か
ら
炊

き
出
し
を
さ
れ
る
「
金
光
教
大
阪
救
援
隊
」

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
「

一
般
社

団
法
人

ひ
か
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」（
六
月
に
連
合
会
主
催
の
研
修
会

で
「
防
災
講
座
」
を
開
い
て
下
さ
っ
た
）

か
ら
依
頼
さ
れ
た
二
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
、
約
三
百
本
を
運
び
ま
し
た
。 

「
鏡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
は

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
お
手
洗
い

や
炊
き
出
し
用
の
テ
ン
ト
が
並
び
、
全
国

各
地
の
自
治
体
か
ら
の
支
援
者
が
対
応
さ

れ
、
支
援
物
資
の
積
み
下
ろ
し
な
ど
も
手

伝
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

                   

「
一
般
社

団
法
人

ひ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
依
頼
の

タ
オ
ル
（
新
・
古
）
約
三
百
枚
は
、
八
代

市
豊
原
下
町
の
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
届
け
ま
し
た
。 

豊
原
下
町
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
は
、
江
田
泉
先
生
（
大
分
県
大
鶴

教
会
長
）
が
十
二
日
よ
り
手
伝
い
に
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

                   

江
田
先
生
は
、
十
年
前
の
熊
本
地
震
か

ら
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
入
ら

れ
て
、
金
光
教
の
教
師
と
し
て
は
、
支
援

活
動
の
草
分
け
的
な
存
在
で
、
支
援
活
動
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に
つ
い
て
多
く
の
経
験
と
知
識
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

江
田
先
生
か
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
「
タ
オ
ル
（
新
・
古
）
は
、

被
災
さ
れ
た
家
屋
の
室
内
や
家
具
の
片
づ

け
が
終
わ
る
頃
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
ま

す
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
と

お
り
家
屋
内
の
片
付
け
が
済
ん
だ
頃
か
ら
、

使
え
る
家
具
や
床
な
ど
の
拭
き
掃
除
が
始

ま
る
そ
う
で
す
。 

萩
原
教
会
に
お
見
舞
い
と
支
援
物
資
を

届
け
ま
す
と
、
何
家
族
も
の
信
者
さ
ん
方

が
身
を
寄
せ
て
あ
り
、
信
徒
の
皆
さ
ん
の

教
会
に
寄
せ
ら
れ
る
厚
い
信
頼
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。 

八
代
教
会
で
は
、
全
壊
し
た
お
広
前
の

す
ぐ
裏(

続
き
の
建
物)

の
教
職
舎
の
片
づ

け
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
教
職
舎
の
片
付
け
は
、
初
め
て
手

が
付
け
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
片
付
け
作
業
が

始
ま
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

倒
れ
た
棚
か
ら
食
器
や
日
用
品
な
ど
が

出
て
き
て
散
乱
し
て
お
り
、
柱
や
鴨
居
が

ず
れ
て
襖
が
は
ず
れ
た
押
し
入
れ
か
ら
は

多
く
の
書
籍
や
家
財
道
具
が
飛
び
出
し
て

き
て
お
り
、
六
人
で
三
時
間
ほ
ど
片
づ
け

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
〈
終
わ
っ

た
の
は
、
ま
だ
少
し
だ
け
だ
な
ー
〉
と
い

う
思
い
が
し
ま
し
た
。 

                         

九
月
下
旬
か
ら
、
教
内
の
重
機
を
あ
つ

か
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
解
体
が
始
ま
る
と

い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

に
教
職
舎
内
部
の
片
付
け
が
、
お
道
の
教

師
・
信
奉
者
の
有
志
で
進
め
ら
れ
る
よ
う

で
す
。 

教
会
長
先
生
は
八
十
才
ほ
ど
で
、
お
一

人
で
御
用
さ
れ
る
教
会
な
の
で
、
大
変
お

疲
れ
の
よ
う
で
し
た
。 

鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
内
の
先
生
方

を
は
じ
め
信
徒
の
皆
様
方
、
御
祈
念
・
ご

支
援
・
ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
の
熊
本
地
震
「
災
害
支
援

金
箱
」
に
は
五
千
円
貯
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
社
会
活
動

委
員
会
」
を
通
し
て
「
本
部
災
害
支
援
室
」

に
送
ら
れ
、
支
援
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。 
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九
月
十
二
日(

土)

午
前
六
時
出
発
～ 

十
三
日(

日)

夜
帰
着 

第
79
回  

少
年
少
女
全
国
大
会 

参
拝 

 

九
月
二
十
三
日(
祝)
十
時
半
よ
り 

月
例
祭
に
引
き
続
き 

秋 

季 

霊 

祭 
奉
仕 

祭
典
後
、
教
話 

※
霊
祭
申
込
用
紙
を
ご
記
入
の
上
お
届
け
下
さ
い
。 

 

十
月
一
日(

水)

十
時
半
よ
り 

月
例
祭
に
引
き
続
き 

 

教
祖
御
生
誕
祭 

奉
仕 

祭
典
後
、
教
話
。 

 

十
月
三
日(

土)

～
四
日(

日) 

御
本
部 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

参
拝 

交
通
機
関
・
レ
ン
タ
カ
ー
・
宿
泊
先
・
光
風
館 

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

９
月 

…
…
…
… 

１
（
火
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

５
（
土
）
岡
山
家
五
十
日
祭 

11
時 

６
（
日)

 

女
性
の
集
い(

鹿
児
島
市
勤
労
者

交
流
セ
ン
タ
ー)

 10
時 

８
（
火)

 

教
師
研
修
会(

鹿
児
島

教

会 )

 10
時
半 

９
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
木
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

12(

土)

～
13(

日)
 

少
年
少
女
全
国
大
会 

参
拝 

22
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

23(

祝
水)

●
月 

例 

祭(

天
地
金

乃
神
様)

 10
時
半  

併
せ
て 

 

秋 

季 

霊 

祭 
28
（
月
）
教
区
委
員
会(

リ
モ
ー
ト
会
議 

 

・ 

教
会
長)

 

30
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 

          

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１(

木)
 

報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

併
せ
て 

教
祖
御
生
誕
祭 

３(

土)

～
４(

日)

御
本
部
御
大
祭
参
拝 

９
（
金
）
清
掃
御
用    

10
時 

10
（
土
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

13
（
水
）
県
教
誨
師
会
会
議 

14
時
～ 

21
（
水
）
清
掃
御
用    

10
時 

22
（
木
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会

13
時
半 

25
（
日
）
多
良
木
教
会
90
年
記
念
祭
11
時 

 

〃 
 

出
水
教
会
100
年
記
念
祭
11
時 

31
（
土
）
清
掃
御
用    

10
時 

…
… 

11
月 

…
…
…
… 

《
御
大
祭
日
程
》 

14
（
土) 

大
口
教
会
御
大
祭 

12
時 

15
（
日) 

鹿
児
島
会
130
年
記
念
祭 

11
時 

23
（
祝
）
宮
之
城
教
会

65
年
記
念
祭 

11
時 

29 (

日) 

加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

 

     

 


